間 計 一 


OS 


| ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク 編 | 


本 稿 で は , ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク の 概要 を 説明 す 
る . ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク を 用 いれ ば , 通信 イン 
フラ に 依存 する こと な く セ ン サ 端末 を 配置 し 。 その デー タ を 収 
集 で きる . ここ で は , 具体 的 な ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ッ ト ワ 
ー ク の 導入 事例 と し て , 果樹 園 に お ける 実証 実験 を 挙げ , シス 
テム 構成 や 実験 結果 の 妥当 性 に つい て 述べ る . (編集 部 ) 


最近 ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク 」 と いう こと 
ば を 耳 に する 機会 が 増え て きま し た . し か し , 具体 的 に ど 
の よう な も の で , どう や っ て 使え る も の な の か に つい て は , 
よく わか っ て いな い 人 が 多い の で は な いで し ょ うか . 
ここ で は , 一 般 的 な ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク 
の 概念 に つい て 癌 明 レ ます 」 


・ 区 
ノー ド 較 


イン ター ネッ ト 暫 ゲー ト ウェ イ 較 
( パソ コン ) 図 


図 1 ワイ ヤレ ス ・ センサ ・ ネ ットワーク の 例 

セン サ ・ ノ ー ド で 得 ら れ た デー タ は , ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク を 
介し て 基地 局 へ 送ら れる . さら に , 基地 局 に つなが っ た ゲー ト ウェ イ ( パソ 
コン な ど ) か ら イ ンタ ーネット へ セン サ の デー タ を 送り , 遠隔 地 で その デー 
タ を 利用 する こと も 可能 で ある 
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ぐり 無線 セン サ ・ ネ ッ ト で 実現 で きる こと 


ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク と は , セン シン グ の 
対象 と な る 場所 に 配置 され た 複数 の セン サ の デー タ を 収集 
する た め , セン サ 間 を 無線 通信 で 結ん だ ネッ トワ ー ク を 指 
し ます . た だ し , 実際 に は ネッ トワ ー ク の 部 分 だ け で な く , 
シス テム 全 父 バッ クボ ー ン と な る イン ター ネッ ト まで を 
含む ) を 指し て ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク と 呼ぶ 
こと が 多い よう です. 本稿 で は 後者 の 意味 で ワイ ヤレ ス ・ 
セン サ ・ ネ ットワーク と いう こと ば を 使う こと と し ます . 

対象 科 所 に 配置 され た 無線 通信 機能 を 持つ セン サ は , ネ 
ットワーク の ノー ド と な る こと か ら 「 セン サ ・ ノ ー ド 」 と 呼 
ば れ ま す . 一 般 に , セン サ ・ ノ ー ド は 電池 駆動 で ある た め , 
ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク は イン フラ に 関係 な く 
自由 に 構築 する こと が で きる と いう 特徴 を 持ち ます . 
ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク の 情報 は 基地 局 へ 集 
め ら れ , 基地 局 に つなが っ た パソ コン な ど で 処 理 さ れる の 
が 一 般 的 で す . さら に , パソ コン ある い は ネッ トワ ー ク 機 
能 を 有する 基地 局 を 経由 し て イン ター ネッ ト や その ほか の 
既存 ネッ トワ ー ク へ ヘ データ を 送る こと に より , 遠く 離れ た 
場所 か ら デ ー タ を 利用 で きま ず 図 1). 


人 @ “ワイ ヤレ ス " を 生か し て 屋外 や 移動 体 の デー タ を 収集 
従来 , 工場 な ど , 自動 化 の 進ん だ 場所 で は , 複数 の セン 
サ と それ ら を 有線 で 結ん だ シス テム が 使わ れ て きま し た. 
これ を 無線 に 置き 換え る と いう の が 簡単 に イメ ー ジ で きる 
応用 例 で し ょ う . この 場合 , セン サ ど うし を 有線 で 結ぶ た 
め の 配 線 に か か る コス ト を 削減 する と いう 効果 が 期待 で き 
ます . 配線 の コス ト が 安く な れ ば セン サ ・ ノ ー ド を 配置 し 


こい ーー ン デ で ヾ 、 


や すく な る た め , ビル の 管理 , 建造 物 ・ 機 器 な どの 破損 や 
故障 の 監視 な ど , 応用 範囲 が 広がり ます . 

これ に 加え て , ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク は セ 
ン サ ・ ノ ー ド を 自由 に 配置 で きる と いう 特徴 を 持っ て いる 
た め , これ まで 自動 化し に く か っ た 屋外 , ある い は セン シ 
ング 対象 物 が 移動 する 環境 で も 利用 で きま す . 例え ば , 農 
作物 を 取り 巻く 気候 の 測定 や 森林 の 環境 監視 , 野生 生物 の 
行動 監視 と いっ た 応用 で す . ほか に も イン フラ が 寸断 され 
状況 下 で の 人 災害 救助 活動 に お いて も 有効 で す . 


( 


⑯ イン ター フェ ー ス を 気 に す る こと な く 機 器 を 利用 で きる 
し か し , ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク が 大 きく 有期 
待 さ れ て いる の は , 上 記 の よう な 産業 用 途 の み で な く , 身 
近 な と ころ に 応用 する こと に よっ て , 私 た ちの 生活 様式 に 
大 き な イ ン パ クト を 与え る 可能 性 が ある か ら で す . 

例え ば , 私 た ち は パ ソコ ン や 家電 製品 に 対し て , 欲し い 
情報 を 得 た り , 必要 な 動作 を 行わ むせ る た め に な ん ら か の 操 
作 を 行い ます . イン ター ネッ ト か ら 情 報 を 得 た けれ ば 必要 
な サイ ト を 表示 させ て 情報 を 入手 し ます し , 暑い と 感じ れ 
ば リ モコ ン で エア コン の 温度 の 設定 を 行い ます . これ ら の 
操作 は , ユー ザ が 何 を 望ん で いる の か を パソ コン や エア コ 
ン に 知ら せる 手段 と し て 行っ て いる こと で す . も し これ ら 
の 機器 に ユー ザ が 望む こと を , 操作 する こと な く 知ら せる 
こと が で きれ ば 非常 に 便利 で す . 


図 2 ユー ザ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス を 介さ な く て も … 


電子 機器 へ ユー ザ の 要求 を 伝え る 場合 , 従来 は キー ボー ド や リモ コン な ど を 
用 いて いた . ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク を 用 いる こと で , 人 手 を 介 
さ ず ユー ザ を 取り 巻く 環境 を 機器 へ 伝え ,。 それ に 応じ た 動作 を させ る こと が 
可能 と な る . 


ーー らい 


ペー マーー 


載 避 無線 還 


ーー マミ ーー マミ ーー の る 交 科 上 29 一 


これ を 実現 する た め に , ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ッ ト ワ 
ー ク の 応用 が 考え られ ます . いろ いろ な セン サ ・ ノ ー ド を 
ユー ザ の 周り に 配置 し , セン サ の デー タ を 機器 に 伝え れ ば , 
その デー タ に 応じ て ユー ザ の 望み に 合っ た 動作 が 自動 的 に 
行わ れる の で ず 図 2). 


Im 


で) 無線 セン サ ・ ネ ッ ト の 構成 


次 に , 具体 的 な ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク の 構 
成 に つい て 説明 し ます . 

セン サ ・ ノ ー ド は , セン サ と デー タ を 送受 信 す る た め の 
無線 通信 モジ ュー ル , それ ら を 制御 する た め の マ イク ロ プ 
ロ セ ッ サ , 電池 な どの 電源 か ら な り ま ず 図 3). も ちろ ん , 
マイ クロ プロ セッ サ 上 で 実行 され る プロ グラ ム を 書き 込む 
た め の フ ラッ シュ ・ メ モリ や , プロ グラ ム が 利用 する RAM 
も 備え て いま す . 昨今 の ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ッ ト ワ ー 
ク の 発展 は , マイ クロ プロ セッ サ , 無線 通信 モジ ュー ル , 
セン サ の 小型 化 ・ 低 消費 電力 化 に 負う と ころ が 大 きい と い 
えま す . 

ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク は イン フラ に 依存 せ 
ず に 自由 に 配置 され だ 場合 に よっ て は 移動 も 可能 な ) セ ン 
サ ・ ノ ー ド を 結ぶ こと を 想定 し て いま す . 新しい セン サ ・ 
ノー ド が 追加 され る 場合 も あり ます し , 逆 に 故障 な ど で 消 
失 す る 場合 も あり ます . また , 低 消費 電力 を 実現 する た め , 
無線 通信 の 伝送 距離 も 短い 場合 が 多い と 考え られ ます . 
これ ら の 条件 を 満た す た め に , 次 の 二 つ の 特徴 を 備え た 
プロ ト コル が 用 いら れ ま す . 

@ アドホック ・ ネ ットワーク ーー アク セス ・ ポ イン ト な ど 
の 特別 な が イン フラ を 必要 と せ ず , ノー ド どう し が 直接 通 


マイ クロ プロ セッ サ 図 


無線 通信 モジ ュー ル 較 


図 3 ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク に お ける セン サ ・ ノ ー ド の 
構成 

セン サ ・ ノ ー ド は , セン サ , 無線 通信 モジ ュー ル , お よび それ ら を 制御 する 
た め の マ イク ロ プ ロ セ ッ サ か ら 構 成 さ れる . イン フラ に 依存 し な いた め に 電 
池 な どの 独立 し た 電源 を 持つ . 
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ZZ 


信 を 行う ネッ トワ ー タ 図 2)9、 あ る セン サ ・ ノ ー ド は そ セン サ ・ ノ ー ド B ヘ デー タ を 送信 する 際 , 例え ば A と B 
の 近く に ある 通信 可能 な ) 任意 の セン サ ・ ノ ー ド と つ な が 距離 な どの 問題 に よっ て 直接 通信 で き な い 場 合 , 別 の 
が り , 自発 的 に ネッ トワ ー ク を 組み 上 げ て いく こと が で セン サ ・ ノ ー ド C に デー タ を 中 継 さ せる よう な ネッ トワ 
きる ー ク ( 図 5). ip 広く 配置 され て いて , 互い 
e マル チ ホ ッ プ ・ ネ ットワーク ーー セン サ ・ ノ ー ド A か ら に 直接 通信 で き な い セン サ ・ ノ ー ド どう し で も デー タ を 
送受 信 で きる よう に な る . 複数 の 経路 を 選択 で きる た め , 

アク セス ・ 図 セン サ ・ ノ ー ド の 消失 に も 対応 可能 

ポイ ント 図 


ネッ トワ ー ク ・ ト ポロ ジ と し て は , メッ シュ 型 が も っ と 

も 堅 ろ うな ネッ トワ ー ク を 構築 で きま す が , 用 途 に よっ て 
寺 ス ター 型 や ハイ ブリ ッ ド ^。 スタ コイ クラ スタ ・ ツ リー) 型 

ノー ド 図 ノー ド 図 ノー ド 較 ノー ド 【 も 使わ れ ま ず 図 6). この よう な アド ホッ ク ・ マ ル チ ホ ッ 

( a) アク セス ・ ポ イン ト を 必要 と する 通信 凶 ( b) アド ホッ ク 通 信 図 プ . ネ ットワーク に お いて は 経路 制御 が 非常 に 重要 で あり 
図 4 アド ホッ ク ・ ネ ットワーク ES 中 8 
( a) は , アク セス ・ ポ イン ト を 介し て それ ぞ れ の ノー ド が 通信 を 行う . 一 方 , さま ざま な 方 式 が 考案 され て いま 経路 制御 の 詳細 は , 本 

( b) は アク セス ・ ポ イン ト を 必要 と せ ず , それ ぞ れ の ノー ド が 直接 通信 を 行 特集 第 4 章 で 説明 する ). 


う . この よう に , 直接 通信 し 合う ノー ド で 構成 され た ネッ トワ ー ク を アド ホ 
ッ ク ・ ネ ットワーク と 呼ぶ . 


( a、 シン グル ・ ホップ 図 
( b) マル チ ホ ッ プ 較 
図 5 シン グル ・ ホ ッ プ と マル チ ホ ッ プ 


(a) で は ノー ド A か ら ノ ー ド C ヘ へ データ は 送信 ( a) スタ ー 型 図 ( b) ハイ ブリ ッ ド ・ ス ター 型 図 ( c) メッ シュ 型 ピア ・ ツ ー・ ピ ア )[ 
され る だ け で あり , ノー ド A の デー タ は ノー ド 
B へ は 送ら れ な い . 一 方 ,( b) で は ノー ド C は に 還 の ー 0 間 間 

の 生音 22NYSM (ノー ド 図 () 管理 ノー ド ( アク セス ・ ポイント など) 図 一 接続 


継 し て 送信 する . これ を マル チ ホ ッ プ と 呼ぶ . 


図 6 ネッ トワ ー ク ・ ト ポロ ジ 

( a) の スタ ー 型 は , 管理 ノー ド を 中 心 に 複数 の ノー ド が つなが っ て いる . ( b) の ハイ ブリ ッ ド ・ ス ター 
型 は , スタ ー 型 の ネッ ト ワー ク の 管理 ノー ド ど うし を つない だ も の で ある . ( c) の メッ シュ 型 は , 管理 
ノー ド を 設け ず , 各 ノ ー ド が それ ぞ れ つなが っ て いる . 


中 ば 62802 に 似 寺 る 6012P22 ペ L セ ジリ ン ネツ (ドウ ニク | と いう の 2 語る 
は , アプ リケーション まで 含め て 多く の 課題 を 解決 し な けれ ば 構築 $ ネ ットワーク 無線 通信 の 特性 を 熟知 し , それ に 最適 な ネッ ト 
GS/7 還 NISIS 和 7 13022 セン ルン ョ ネツ Ru ラク)( 村 楽 ワー ク を 選択 ある い は 開発 し て いく 技術 が 必要 と な る 
る た め に 必要 な 技術 や 知識 を 挙げ て お きま す . e 筐 体 パ ツケ ー ジ ング ーー セン サ ・ ノ ー ド を 配置 する 環境 に 応じ て , 
@/ ラ ドウ エニ ニン ンド の ンド ウル の 開発 だ り ぐ な 適切 な パッ ケー ジン グ が 必要 と な る . と くに 屋外 で 利用 する 場合 


く , パソ コン な ど ゲ ー ト ウェ イ 側 の ソフ ト ウェ ア の 開発 も 必要 と な る は , 防水 対策 が 必須 と な る 
e ハー ドウ ェ ア ーー 既存 の セン サ ・ ボ ー ド に 搭載 され て いな い セ ン サ e 適用 する シス テム に 関す る 知識 一 一 言う まで も な い が , ワイ ヤレ 
が 必要 な 場合 , セン サ ・ ノ ー ド 用 に カス タム の セン サ を 搭載 し な ス ・ セン サ ・ ネ ットワーク を 適用 し よう と し て いる シス テム その 
けれ ば な ら な い も の を 熟知 し て いな けれ ば な ら な い 
情 報 を 得る っ た め に どの よう な セン サ を 用 い , e 電源 の 管理 一 一 長 時 間 例え ば 年 単位 ) で の 使用 を 前提 と する た め 
その セン サ の デー タ を どの よう に サン プリ ング し て 使う の か と いう アプ リケーション が 求め る 電力 サイ クル に 適し た 放電 効率 の 電池 
こと は , ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク 構築 の 最初 の ステ ッ の 選択 が 求め られ る 
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@ 果樹 園 で 実際 に 無線 セン サ ・ ネ ッ ト を 移 働 させ る 図 7 に , その と き の シ ステ ム 構 成 図 を 示し ます . セン サ ・ 
ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク の 応用 例 は 先 に 述べ ノー ド と し て は 米国 Crossbow Technology 社 の セン サ ・ ボ 


まし た が , ここ で は 果樹 園 に お ける 実証 実験 を 紹介 し ます . 
2005 年 6 月 に , 筆者 ら は 鳥取 県 の 梨園 に セン サ を 取り 付 


け て , ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク を 使っ て 温度 や MTS310/300 は , 


光 , 加速 度 と いっ た 各種 デー タ を 収集 し まし が 写真 1). 


写真 1 
梨園 の 実証 実験 
( a) は , 防水 加工 を 施し た セン サ ・ ノ ー ド ( 米 
国 Crossbow Technology 社 の MOTE) を バン 
ダナ で くる み , ゴム ひも を 付け て つる し た も の . 
( b) は , セン サ ・ ノ ー ド を ガー デン ・ ラ ンプ の 
中 に 入れ て つる し た . これ は , ガー デン ・ ラ ン 
プ の 防水 機構 と 電池 を その まま セン サ ・ ボ ー ド 
に 利用 で きる か どう か を 検討 する ため に 行っ た. 


( a) 設置 され た セン サ ・ ノ ー ド 


図 7 梨園 実証 実 験 シス テム 
約 40m 四方 の 梨園 に 防水 対策 を 施し た セン サ ・ ノ ー ド 
設置 し た . 


》 写真 2 
実証 実験 に 用 いた セ 
通常 , セン サ ・ ノ ー ド 


ーーーー ュ 
N 周 


携帯 か っ ぱ 


を 配置 し た . 基地 局 と パソ コン は 作業 小屋 内 に 


ン サ ・ ノ ー ド 
用 の 無線 モジ ュー ル MPR2400 な ど ) は セン サ を 備 


えて いな い の で , か な ら ず な ん ら か の セン サ ・ ボ ー ド ( MTS310 や MTS300 


な ど ) を 組み 合わ せ て 


用 いる . 


ー ド 「 MTS310/300」 と 無線 通信 モジ ュー ル 「 MPR2400 
( MICAz)」 を 組み 合わ せ た も の を 用 いま し ん た ( 写真 2). 


光 セ ン サ , 温度 セン サ , 2 軸 加 速度 セン 


サ , 2 軸 磁 気 セ ン サ な どの 基本 的 な が セン サ と マイ ク が 搭載 さ 


( b) 設置 され た セン サ ・ ノ ーR ガー デン ・ ラ ンプ ) 


MTS310 セ ン サ ・ ボード 較 議 


MPR2400 凶 較 
無線 通信 モジ ュー ル 図 
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ノー ド 1, 2, 5, 11 が 図 
中 継 ノ ー ド に な っ て いる 狗 


図 8 梨園 に 配置 され た セン サ ・ ノ ー ド の ト ポロ ジ 

梨園 に 配置 され , ネッ トワ ー ク を 構築 し た セン サ ・ ノ ー ド の ト ポロ ジ を セン 
サ ・ デ ー タ の モニ タリ ング ・ ツ ー ル MoteView」 で 表示 させ た も の . ノー ド 
1, 2, 5, 1 白い 円 で 囲ま れ て いる ノー ド ) が 中 継 ノ ー ド と な っ て , マル チ 
ホッ プ し て いる こと が わか る 


れ た セン サ ・ ボ ー ド で た だ し , MTS300 に は 加速 度 セン 
サ , 磁気 セン サ が 搭載 され て いな い ). MPR2400 は , IEEE 
802154 に 準拠 し た 24GHz 帯 の 無線 通信 方 式 を 使う 無線 モ 
ジュ ー ル で す . MTS310/300 を 用 いた 理由 は , 光 や 温度 と 
いっ た 環境 の 測定 に 必要 な セン サ が 搭載 され て いる か ら で 
す . また , 加速 度 セ ン サ は 風 の 強 さ を 測 定 す る た め に 使い 
まし た . MPR2400 に つい て は , ほか の 無線 モジ ュー ル 
( 315MF 微弱 電波 を 使う も の ) よ り も 伝達 距離 が 長い こと 
か ら , 今回 の 用 途 に 合う と 考え まし た . 
セン サ ・ ノ ー ド 上 で は , セン サ ・ デ ー タ の 取得 と メッ シ 
ユ ・ ネ ットワーク 暫 昌 P フ ウン を 基地 局 へ 送信 す 
る ソフ トウ ェ ア 同社 の Surge_Reliable) を も と に , 消費 電 
力 を 下げ る た め に セン シン グ 間 隔 を 長く し た も の を 動作 さ 
せま し た. 
図 8 は , 梨園 内 で の セン サ ・ ノ ー ド の ネッ トワ ー ク ・ ト 


4 
こ ) 


ーー フー ド 1 
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ーー ノー ド 2 
共 
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梨園 に お 二 
和 因 に お ける 測定 結 果 人 8 56099 N22B9 5 
梨園 に お ける 測定 結果 の う ち , ーー 
光 セ ン サ と 温度 セン サ の デー タ らら oO oO ーーー ニ ーー qa aa oo o oO さき すさ すぐ um 
RON に Em の 
め に 気象 庁 が 発表 し た デー タ も SS SS 志 甘 計 計 革 、 そ 坪 、 添 こ 二 
0 らら 8 ら 68 88@8888888@8888888@8 
加え た . 気象 店 の デー タ と ほぼ ら の ら 6 ら ら 6 ら 6 の ら 6 ら 6 ら 6 ら 6 らら の らら らら の ら 
同じ 結果 が 得 ら れ て いる こと が Q Q Q Q Q SQ SQ SQ SQ SQ _ SQ SQ SQ _ Q SQ _ Qi SQ _Q QI 
わか る . ( b) 梨園 温度 デー タ 図 
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ーー ン デ で ヾ 、 


ュー ン ぞ で 


N 


く ここ ヘミ る ee や 、。 
マミ ーー マー ベー ツ が 2 一 


ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク 図 


ィ インターネット 図 


[セン サ ・ ボ ー ド 名 6 ぁ 


| 拉 時 」 


セン サ ・ ノ ー ド 図 


無線 モジ ュー ル 図 


図 10 

通報 シス テム の 構成 

セン サ ・ ノ ー ド で 異常 な デー タ を 検出 し た 時 点 
で , 異常 検出 パケ ナット と それ に 続く 一 定時 間 の 
セン サ ・ デ ー タ が 基地 局 へ 送ら れる . 基地 局 に 
つなが っ た パソ コン で セン サ の デー タ を グラ フ 
化し , Web サ ー バ の デー タ を 更新 し て メー ル 
を 送信 する . 


ポロ ジ で す . いく つか の セン サ ・ ノ ー ド は 直接 基地 局 に つ 
な が ら ず に , ほか の セン サ ・ ノ ー ド 経由 で セン サ ・ デ ー タ 
を 送信 する マル チ ホ ッ プ に な っ て いる こと が わか り ま す . 
図 9 に , 5 日 間 の 各 セ ン サ ・ ノ ー ド の セン シン グ 結 果 を 
示し ます . 図 か ら わ か る よう に , 測定 結果 は 気象 庁 の デ 
タ と 一 致し て いま す . また , セン サ の 周囲 は 実際 の 環境 そ 
の まま の 状態 な の で , ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ ットワーク 
を 利用 し て 正しく 梨園 内 の 環境 を 測定 し て いる と いえ ます . 
作物 に よっ て は , 日 照 時 間 の 累計 か ら 受粉 や 収穫 時 期 を 
正確 に 決め る 必要 が ある も の や , 博 に 対す る 対策 を 施さ な 
けれ ば な ら な いも の が あり ます . ワイ ヤレ ス ・ セ ン サ ・ ネ 
ットワーク を 使え ば , これ ら の 作業 効率 を 向上 させ る こと 
が で きる で し ょ う 、 


ビ 


@ セン サ と 取り 付け 場所 を 変え れ ば いろ いろ と 応用 が きく 
も う 一 つの 例 と し て , 自動 通報 シス テム に つい て 説明 し 
ます . 図 10 に 示す よう に , セン サ ・ ノ ー ド で 異常 な デー 
タ を 検出 し た 時 点 で , 異常 検出 パナ ッ ト と それ に 続く 一定 
時 間 の セン サ ・ デ ー タ が 基地 局 へ 送ら れ ま す . 基地 局 に つ 
な が っ た パソ コン で セン サ の デー タ を グラ フ 化 し た 後 , 
Web サーバ 上 の デー タ を 更新 し , イン ター ネッ ト を 経由 し 
て 通報 メー ル を 送信 し ます . 
例え ば , 加速 度 セ ン サ を 搭載 し た セン サ ・ ノ ー ド を 郵便 
受け の ふた に 取り 付け , ふた の 開け 閉め を 検出 し ます . そ 
し て , ぶた の 開け 閉め が 行わ れる と , 携帯 電話 に 通報 メー 


写真 3 通報 シス テム の デモ ンス トレ ーション 


Wireless Japan 2005 で 行っ た 自動 通報 シス テム の デモ ンス トレ ーション . 郵 
便 受け の ふた の 裏側 に セン サ ・ ノ ー ド を 取り 付け , ふた の 開け 閉め が 行わ れる 
と , 携帯 電話 に それ を 通報 する . 


ル を 届け る よう に し ます . これ は , 一 人 暮らし の お 年 寄り 
が 無事 に 暮らし て いる か どう か を モニ タ す る こと に 応用 で 
きま ず 写真 3).、 また , セン サ の 種類 や 取り 付け る 対象 物 
を 変え る こと で , 例え ば 病院 で 散歩 中 の 患者 さん の 脈拍 の 
異常 を いち 早く 知る こと や , 地震 検出 な ど に も 使え ます . 


みや も と ・ さ と る 
住友 精密 工業 株 ) MEMS 事業 開発 室 シ ステ ム 開 発 グ ルー プ 
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